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の提案を受け、これならばスムーズに
PC―LANに移行できるのではないか
と考えました。実際に私たちの希望
では、年配者の多いオペレータに余計
な負担をかけないため、オフコン時代
と同じ画面、同じ使い勝手でシステム
操作ができるようにしたいと考えていま
したが、Businesspower に入っている
画面・帳票定義ツールXMAP3のおか

月からわずか半年の間に400本もの
COBOLプログラムをPC―LAN上に再
構築し、PCサーバ FLORA―SS1 とク
ライアントPCのFLORA 330による本格
的なクライアント／サーバ・システムを
稼働させました。
「今回、クライアント／サーバ・シス
テムを導入したのは、よりオープン
で高速なPC―LAN環境に移行するこ
とで、さらなる顧客サービスの向上と、
今後のシステム開発の柔軟性を図り
たかったこと、そして西暦2000年問
題にも同時に対処できるという点に
大きな魅力を感じたからです。
当初はオフコンで培ったノウハウや

COBOLの資産をすべて捨ててしまわ
なければならないのかと悩んだこと
もありましたが、以前からシステム構
築に協力していただいている今治地方
情報センターさんからBusinesspower

配送予測システムは、ガスボンベの
検針データや季節ごとの平均使用量、
前回のボンベ取り替え日時などをも
とに、ガスの使用量を各世帯ごとに
シミュレーションし、最適なボンベの取
り替え時期を指示するアプリケーショ
ン。競争の激しいプロパンガス業界に
おいて、決して途切れることのない
安定供給を保証するシステムは、顧客
サービスの向上と企業の差別化を図る
うえでも欠かせません。
三愛総合商事ではこれまで、同シ

ステムをはじめとする三愛液化ガス
のさまざまな基幹業務システムを、日
立のオフィスコンピュータ「elles シリー
ズ」で構築・運用してきましたが、
このたびその信頼性と継続性を保ち
つつ、より高速でフレキシブル、低
コストのPC―LAN環境への移行を図
るため、日立のオープンミドルウェア
「Businesspower」を導入。1997年12
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図　三愛総合商事システム構成

愛媛県松山市に本拠を構える三愛総合商事株式会社は、
同市を中心とした中予地域と、大洲市を中心とした南予
地域の約３万世帯にプロパンガスを供給する三愛液化ガ
ス株式会社の戦略的な情報拠点。同社は1986年に三愛
液化ガスの電算部門から独立し、現在はメインの情報処理
サービス事業のほかに、インターネットプロバイダ事業、
パソコンスクール事業、OA機器の販売事業なども手がけ
るなど、独自のシステム構築ノウハウを活かした幅広い業務
展開を図っています。

三愛液化ガスでは、約50社の販売店を経て各家庭にプ
ロパンガスを供給していますが、そこではさまざまな保
安の確保とともに、都市ガス並みの安定供給を行うのが
最も重要なポイント。このため同社では1970年に共同配
送センターを設立し、22社の加盟販売店のお客さま、約
１万7,000世帯に効率的な配送業務を行ってきました。
そこで大きな役割を果たしているのが、三愛総合商事が
開発した「配送予測システム」です。

PC－LANシステムの早期構築を図るため�
Businesspowerを導入�

代表取締役　新居田淑朗氏
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ら強い関心を持っていま
した。しかしPC―LAN
環境で新たにシステム開
発することを考えると、
期間的にどれくらいか
かるのか想像もつきませ
んでしたし、実績のあ
るCOBOL資産を無駄に
したくなかったというの
も本音でした。その点、
Businesspower によっ
て従来資産を継承しな

がら、大幅に少ない工数で信頼性の
高いシステムに移行できたことは非常
に評価できると思います。
またテクニカルサポートの面でも、

きめ細かい部分まで迅速かつ高度に
対処していただいたおかげで、当初
の目標だった“オフコン時代と同じ使
い勝手と信頼性”を早期に実現でき
た点がうれしいですね」
（システム開発担当　中川福造氏）

FLORA―SS1とWindows NT4.0 を導
入した現在は、従来約１時間かかっ
ていた配送予測の分析業務が、わず
か５分で完了。卸店販売管理システム、
配送センター管理システム、小売店向
け販売管理システムといった他の基幹
業務システムについても、リアルタイ
ム／バッチ双方で処理性能が大幅に向
上し、全社的な業務の効率化と省力
化が実現しました。
「特に配送予測システムでは、今ま
で１日１回しか予測情報が提供でき
なかったのが、今では検針データを入
力するたび、新たな予測情報がリア
ルタイムに引き出されるようになり、
販売店に向けて常に最新のデータを送
ることが可能になりました。これに
より、季節によって消費量が異なっ
ても、より正確なボンベ交換日が予

測でき、配送作業の効率化とコスト削
減に大いに役立つものと期待してい
ます。またオープン化によりレーザー
プリンタを導入したことで、専用帳票
の大幅な削減が可能になりますし、
基幹データをExcel＊で加工して、担当
者ごとの管理資料を作ることなども簡
単にできるようになりました。今後は
インターネットとの接続やグループウェ
アの導入も含め、さらなる適用業務
の拡大を図っていきたいと思います」

（新居田氏）
基幹系システムの資産と信頼性を継

承しつつ、早期にPC―LAN環境のク
ライアント／サーバ・システムが構築でき
るBusinesspower。オープン化による
先進的な技術の導入をお考えのお客
さまは、ぜひ日立のBusinesspower
をご検討ください。

（※1）Businesspowerは、メインフレーム・オフィ
スサーバで処理していた基幹業務をクライアント／
サーバ・システム型のPC－LAN環境で開発・実行
するためのCOBOL85、XMAP3などのミドルソフ
トのパッケージ商品です。製品についての詳細は下
記ホームページをご覧ください。

http：//www.hitachi.co.jp/soft/bus
・三愛総合商事（株）でご導入いただいたセット：
BusinessppowerサーバCOBOL再構築開発／
実行セット

（※2）日立オフィスプロセッサelles上のCOBOL資
産をWindowsNT COBOL85へ移行するにあた
り、お客さまの資産の一部を使って評価、工数
見積もりを行うサービス。

＊Windows NTは、米国およびその他の国における米国
Microsoft Corp.の登録商標です。
＊Excelは、米国Microsoft Corp.の商品名称です。

げで、GUIライクな操作画面が以前よ
り使いやすく再現でき、エンドユーザ
ーにも非常に好評です。
そして日立さんのオフコン資産の再

構築を目的とするテクニカルサポート
サービスも併せて利用したことで、１
人の専任担当者しか携わらなかった
にもかかわらず、わずか半年でシス
テムの再構築が実現できた点にも非
常に満足しています」
（三愛総合商事・代表取締役　

新居田淑朗氏）

充実したテ
クニカルサポートも活用

今回のシステム構築には、（株）今治
地方情報センターと、日立のOSTC
（オープンシステムテクニカルセンター）
が全面的にバックアップ。また、オフ
ィスプロセッサの再構築コンサルティン
グサービス（※2）の採用、および今治地
方情報センターのネットワーク技術支
援により、日立と今治地方情報セン
ターの専門技術者が画面系・帳票系
のCOBOL 資産を評価・分析。この
結果をもとに、システム再構築におけ
るハイレベルなコンサルティング・ネッ
トワーク構築・プログラミングサポート
サービスと実行環境設定作業などを実
施しました。さらに現行システムを稼
働させながらのデータ移行に関しても、
貸し出し機としてelles 7/310を用意し、
バックアップカートリッジを介してFLORA
―SS1とLAN 接続したことで問題なく
クリア。このためシステム担当者の中
川さんはプログラム資産の移行業務に
専念することができ、開発リスクと期
間、コストなどの面で大幅なメリットを
得ることができたと評価します。
「Windows NT＊4.0 の本格的なマル
チタスク処理と高度なセキュリティー機
能、またJP1 を使ったバッチジョブ運
用や業務の自動化などには、以前か

充実した�
テクニカルサポートも活用�

高性能サーバで�
業務の効率化を実現�

お問い合わせ

株式会社 日立製作所
ソフトウェア開発本部販売推進部

（03）5471―2592  FAX（03）5471―2395

URL http://www.hitachi.co.jp/soft/open/
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XMAP3で実現したGUI ライクな操作画面


